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＜連絡事項＞
・業務改善について佐藤AOM指示にて下記の通りに変更となります。（8/12～開始）
(1)Cユニットリーダー廃止
→Aユニットリーダー兼Cユニットリーダーとする。
(2)L、診察、入浴のみ分担表に表示する。

　   →ユニットメンバーに関しては当日の病棟リーダーに采配してもらう。

(3)深夜、準夜に関してユニットは表示しない。

　ただし、当面は坂本Nsのプラスワンに関してはユニットをつけます。

※基本的にリーダーは自分でなんでも実施するのではなく、全体をみて指示をだす。

　 ※他のスタッフも全体をみて業務の進みが悪い場合はフォローするようにする。

※人員が以前より少なくなっているので、効率的にできるようにアイデアを出し合っ　ていきましょう。
＜患者様連絡事項＞
・市沢　定吉様～食事摂取量少ない為、点滴1本/日で5日分処方となる。点滴自抜リスクある為、点滴中ミトン着用可の指示あり。
・下川戸　長司様～血糖測定3検継続の指示あり(8/28まで)。
・澤田　七太郎様～血糖測定3検継続の指示あり(8/13まで)。
・神成　信俊様～持参薬のセレコックスを当院処方へ切り替え、明日朝より14日分処方となる。
・松川　順子様～西病棟へ移動予定だが、不穏状態で落ち着き無い為、移動は延期となる。
・下川戸　長司様～療養環境変更目的にて東D→西Aへ移動となる。
・宮古　喜久代様～本日措置解除行い、医療保護入院へ切り替えとなっている。14:30より入院形態切り替えに伴う面談行っている。
　　　　　　　　①本人は糖尿病にて入院していると思っており病識は無い。
　　　　　　　　②退院に関して本人は以前生活していたアパートへの退院を希望。しかし家族としては単独生活は難しいと考えており、施設へ退院を希望している。
　　　　　　　　→退院後の生活に関しては再検討必要。入院中に調整していく。
　　　　　　　　　もしアパートに退院となった際は地域包括支援センターが不定期に訪
問するとのこと。　
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放前のドア蹴りなし。開放後ホールにて書き物をして過ごす。他者へ詰め寄り書き物を強要する事あり介入要している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～時間隔離中(20時～6時)。幻聴や妄想に左右された発言無し。スタッフ対応穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・袴田　将志様～終日隔離中。10時～16時の開放観察実施。開放中ホールにて過ごされている。妄想様発言や過度な飲水行為は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・工藤　みずき様～時間隔離中(20時～6時)。私物要求あるが、過度となる事は無い。易怒性や興奮無く、スタッフ対応穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。バイタルサイン異常無し。全身の浮腫持続している。声掛けに対し発語聞かれており、活気見られている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・大久保　すい様～身体拘束中。妄想発言や危険行為無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・宮崎　宏之様～奇声をあげながら自室内を徘徊している。拒食や拒薬はない。
・田村　真紀子様～自室にて臥床して過ごされている。拒食や拒薬無く経過。不調の訴え無くスタッフ対応穏やか。

・三輪　一浩様～ホールにて過ごされている。帰宅要求無くスタッフ対応穏やか。
・大橋　ミツ様～深夜帯にて37.7℃の発熱あり。日中は37.5℃で経過、クーリングにて対応。不調の訴えは無い。声掛けに対する疎通は良好。
＜田名部Dr.診察情報＞
・袴田　将志様～臨時薬フルメジン6mg→3mgへ減量、他同内容にて処方となる。
・立花　圭様～臨時薬アリピプラゾール(6)1T 1×朝で処方、以後定期となる。
・工藤　みず紀様～臨時薬レボトミン15mg→5mgへ減量、他同内容で処方となる。

・澤村　彬様～臨時薬同内容で処方となる。

・高柳　和子様～臨時薬同内容で処方となる。

・小澤　和子様～臨時薬同内容で処方となる。
・小平　磯江様～臨時薬ガステール中止、ジメチコン追加、他同内容で処方となる。
・神成　信俊様～臨時薬にジアゼパム追加、他同内容で処方となる。
・米内　勲様～臨時薬レミニール8mg→12mgへ増量、他同内容で処方となる。

・橋本　喜久子様～臨時薬オランザピンOD10mg→5mgへ減量、リスペリドンOD3mg追加、他同内容で処方となる。
＜皮膚科診察情報＞
・杉澤　恵子様～処置同内容にて継続となる。
・高橋　末吉様～潰瘍治癒傾向にあるが、周辺部に発赤、膿疱形成あり。処置同内容にて
継続となる。

・細越　勝男様～潰瘍治癒傾向にあり。処置同内容にて継続となる。
・見付　幸一様～仙骨部潰瘍壊死組織融解し、膿性分泌物多量にあり。処置内容仙骨部イ
ソジンシュガー→ゲーベンクリームへ変更となる。
・千葉　恒義様～両下肢に爪甲大の発赤、皮膚剥離あり。ゲンタマイシン軟膏塗布指示となる。

・大橋　ミツ様～両手、両足にびらん、痂皮形成あり。持参の軟膏塗布＋ガーゼ保護指示
あり。水疱新生に注意するようにとの事。
・木村　格治様～陰股部に皮疹無いが、本人より違和感や湿潤感の訴えあり。処置不要の
説明するが聞き入れ出来ずにいる。テルビナフィンクリーム塗布指示あ
り。処置は1日1回で薄く塗る様にとのこと。
・藤井　孝蔵様～表皮剥離治癒傾向。処置同内容にて継続となる。
・木村　美智子様～処置同内容にて継続となる。
・伏部内　ミヱ様～処置同内容にて継続となる。
・水梨　孝純様～処置同内容にて継続となる。皮弁切除行っている。

・泉川　ケイ子様～診察拒否あり。一時終了としている。

